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② B型肝炎ウイル スの 本態に関する研究
③薬剤性刊障害の起因薬剤の同定に関する研究
内科学第 3 講座は主として消化器疾患および糖尿
病をはじめとする代 謝 性疾患を担当するが， 現時点
では肝疾患について組織形態学を 基礎として研究を
行っている。
アルコール 性肝障害については最近国民 1 人当り







らかにする 目 的で， アルコール 性肝障害患者の飲酒
歴， 飲酒状況を調査するとともに， HBV については
患者血清 中 の HBs 抗原 ・ 抗 体， HBc 抗原・抗 体，
HBe抗原・抗 体を検索し， HBs抗原 添 加マクロフ ア
ー ジ遊走阻止試 験を行って， アルコール 性肝障害に
おけるHBVの関与を知る ことが出来た。
上述の如く， アルコール 性肝障害の みならず， 我
国 の肝疾患ではHBVの関与する割合杭極めて高い




的観察や， HBs:抗原 陽性疾患患者血清 中 のHBe抗原
あるいはウイル ス増殖に関係が深いと思われる DN




り， これらの 機序を解 明する ことは社会的な要請で
もある。 従来より薬剤性肝障害の起因薬剤の同定に
はリ ン パ球 培養 試 験がもっとも頻用さ れるが， 教室
では これらの 中で， マクロフ アー ジ遊走阻止試 験を
施行し， その起因薬剤の 同定を行っている。
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